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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第75期

第３四半期連結
累計期間

第76期
第３四半期
累計期間

第75期

会計期間

自平成24年
４月１日

至平成24年
12月31日

自平成25年
４月１日

至平成25年
12月31日

自平成24年
４月１日

至平成25年
３月31日

売上高 （百万円） 43,619 37,137 61,982

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △777 △162 334

当期純利益又は四半期純損失（△） （百万円） △672 △13 4

持分法を適用した場合の投資利益 （百万円） － － －

資本金 （百万円） 1,086 1,086 1,086

発行済株式総数 （株） 21,720,000 21,720,000 21,720,000

純資産額 （百万円） 10,175 11,789 11,488

総資産額 （百万円） 53,173 50,069 54,855

１株当たり当期純利益金額

又は１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） △30.99 △0.63 0.22

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 5.00

自己資本比率 （％） 19.1 23.5 20.9

　

回次
第75期

第３四半期連結
会計期間

第76期
第３四半期
会計期間

会計期間

自平成24年
10月１日

至平成24年
12月31日

自平成25年
10月１日

至平成25年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） △1.73 14.27

（注）１．当社は連結子会社である株式会社ケンキーを平成25年６月１日を効力発生日として吸収合併したことにより、

連結対象子会社が存在しなくなったため、第76期第１四半期より、四半期連結財務諸表は作成しておりませ

ん。

なお、前連結会計年度まで連結財務諸表を作成しているため、主要な経営指標等の推移については、第75期第

３四半期累計期間は四半期連結財務諸表について、第76期第３四半期累計期間は四半期財務諸表について、第

75期は財務諸表について記載しております。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当社は主として建築事業、土木事業および不動産事業を営んでおります。なお、その他の関係会社（大和ハウス工

業株式会社）から工事の一部を受注しております。

（注）当社は平成25年６月１日に連結子会社でありました株式会社ケンキーを吸収合併いたしました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間のわが国経済は、政府の経済政策および日銀の金融緩和策の効果と期待から、円高の是

正や株価上昇が続くなど回復基調で推移いたしました。一方で、円安の影響による輸入物価の上昇や消費増税前

の駆け込み需要の反動による需要減退など、景気の先行きに不透明感があります。

当社の主要事業であります建設業界におきましては、公共投資については復興関連工事やインフラ整備事業な

どを背景に増加に転じ、民間設備投資についても堅調に推移しております。一方で、労働需給の逼迫による労務

費の高騰や資材価格の上昇など懸念材料が多く、厳しい経営環境が続いております。

このような状況のもと、当社は、受注拡大と受注利益の確保を目指し、利益重視による選別受注の徹底を図

り、ターゲットを絞った顧客、優位性のあるエリアの顧客、継続的取引のある顧客などへの提案営業の強化に注

力するとともに、収益力の強化として、コスト削減、経費節減などに取り組んでまいりました。

この結果、当第３四半期累計期間の受注工事高につきましては、446億８千２百万円となりました。業績につき

ましては、売上高が371億３千７百万円となりました。しかしながら損益につきましては、営業損失として１億９

百万円、経常損失として１億６千２百万円、四半期純損失として１千３百万円となりました。

なお、当社は、前第３四半期連結累計期間では四半期連結財務諸表を開示しておりましたが、平成25年６月１

日を効力発生日とした連結子会社（株式会社ケンキー）の吸収合併により、連結対象子会社が存在しなくなった

ため、第１四半期累計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりません。このため、前年四半期との比較は

行っておりません。

また、当社の売上高は、主たる事業である建築事業および土木事業において、契約により工事の完成引渡しが

第４四半期会計期間に集中しているため、第１四半期会計期間から第３四半期会計期間における売上高に比べ、

第４四半期会計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動があります。

セグメントの実績は次のとおりであります。

（建築事業）

売上高につきましては、244億６千２百万円となりました。営業損益につきましては、５億９千７百万円の営業

損失となりました。

（土木事業）

売上高につきましては、116億１千６百万円となりました。営業損益につきましては、８千５百万円の営業利益

となりました。

（不動産事業）

売上高につきましては、10億５千９百万円となりました。営業損益につきましては、４億２百万円の営業利益

となりました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3) 研究開発活動

当第３四半期累計期間における当社の研究開発活動の金額は36百万円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(4) 主要な設備

前事業年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第３四

半期累計期間に著しい変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 43,200,000

計 43,200,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 21,720,000 21,720,000 東京証券取引所市場第一部
単元株式数

500株

計 21,720,000 21,720,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
－ 21,720,000 － 1,086,000 － 1,561,846

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    11,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 21,683,000 43,366 －

単元未満株式 普通株式     26,000 － －

発行済株式総数 21,720,000 － －

総株主の議決権 － 43,366 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、12,500株（議決権の数

25個）含まれております。

②【自己株式等】

平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

大和小田急建設株式会社
東京都新宿区西新宿

４丁目32番22号
11,000 － 11,000 0.05

計 － 11,000 － 11,000 0.05

（注）　上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が500株（議決権の数

１個）あります。

なお、当該株式数は上記「①発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の中に含めて記載しております。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

なお、当社は、前第３四半期累計期間は四半期財務諸表を作成していないため、四半期損益計算書に係る比較情報

は記載しておりません。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成25年10月１日から平成25

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、爽監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について
当社は、平成25年６月１日を効力発生日とした連結子会社（株式会社ケンキー）の吸収合併により、連結対象子会

社が存在しなくなったため、第１四半期会計期間及び第１四半期累計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりま

せん。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 5,802,805 6,334,565

受取手形 2,113,189 558,551

電子記録債権 119,250 892

完成工事未収入金 18,010,861 12,548,637

販売用不動産 137,616
※4 3,207,731

未成工事支出金 525,323 865,424

不動産事業支出金 5,243,323 5,595,499

繰延税金資産 622,699 734,837

その他 700,083 1,269,287

貸倒引当金 － △69,805

流動資産合計 33,275,152 31,045,621

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 6,006,380
※4 4,215,379

構築物（純額） 276,454
※4 29,008

機械及び装置（純額） 74,523 65,995

車両運搬具（純額） － 0

工具器具・備品（純額） 83,130
※4 73,275

土地 11,017,839
※4 10,096,187

リース資産（純額） 37,148 22,009

有形固定資産合計 17,495,477 14,501,856

無形固定資産

電話加入権 17,269 18,182

ソフトウエア 46,608 31,646

無形固定資産合計 63,877 49,829

投資その他の資産

投資有価証券 3,622,541 4,103,441

関係会社株式 50,000 －

その他 348,499 368,714

投資その他の資産合計 4,021,040 4,472,156

固定資産合計 21,580,395 19,023,841

資産合計 54,855,548 50,069,463
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形
※2 2,724,096 ※2 2,073,437

工事未払金 17,096,641 13,765,381

短期借入金
※3 12,814,000 ※3 11,039,000

未払法人税等 39,073 28,255

未成工事受入金 1,680,024 2,313,237

完成工事補償引当金 155,852 166,370

工事損失引当金 275,702 268,449

その他 1,333,961 1,091,678

流動負債合計 36,119,353 30,745,809

固定負債

長期借入金 1,999,000 2,146,000

退職給付引当金 2,945,272 3,090,477

再評価に係る繰延税金負債 727,237 727,237

繰延税金負債 858,031 849,533

その他 718,471 720,662

固定負債合計 7,248,013 7,533,911

負債合計 43,367,367 38,279,721

純資産の部

株主資本

資本金 1,086,000 1,086,000

資本剰余金 1,561,846 1,561,846

利益剰余金 7,786,238 7,664,118

自己株式 △2,676 △2,747

株主資本合計 10,431,408 10,309,217

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 387,819 811,572

土地再評価差額金 668,952 668,952

評価・換算差額等合計 1,056,771 1,480,524

純資産合計 11,488,180 11,789,742

負債純資産合計 54,855,548 50,069,463
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高

完成工事高 36,078,382

兼業事業売上高 1,059,491

売上高合計 37,137,873

売上原価

完成工事原価 34,440,474

兼業事業売上原価 352,562

売上原価合計 34,793,037

売上総利益

完成工事総利益 1,637,907

兼業事業総利益 706,928

売上総利益合計 2,344,836

販売費及び一般管理費 2,454,211

営業損失（△） △109,375

営業外収益

受取利息 5,627

受取配当金 43,534

雑収入 12,907

営業外収益合計 62,069

営業外費用

支払利息 92,517

シンジケートローン手数料 20,600

雑支出 2,000

営業外費用合計 115,117

経常損失（△） △162,423

特別利益

投資有価証券売却益 30,230

貯蔵品売却益 20,584

その他 17,311

特別利益合計 68,126

特別損失

債権放棄損 80,000

その他 3,264

特別損失合計 83,264

税引前四半期純損失（△） △177,561

法人税、住民税及び事業税 38,900

法人税等調整額 △202,888

法人税等合計 △163,988

四半期純損失（△） △13,573
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

（四半期貸借対照表関係）

１　保証債務

手付金等保証

前事業年度
（平成25年３月31日）

当第３四半期会計期間
（平成25年12月31日）

㈱モリモト 471,520千円 ㈱フージャースコーポレーション 96,610千円

㈱オープンハウス・ディベロップメント 84,500 　 　

計 556,020 計 96,610

※２　四半期会計期間末日満期手形

四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期

間末日残高に含まれております。

 
前事業年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成25年12月31日）

支払手形 34,229千円 3,840千円

※３　コミットメントライン契約

運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行８行とコミットメントライン契約を締結しております。

当第３四半期会計期間におけるコミットメントラインに係る借入金未実行残高等は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成25年３月31日）

当第３四半期会計期間
（平成25年12月31日）

コミットメントラインの総額 9,000,000千円 9,000,000千円

貸出実行残高 2,700,000 1,080,000

差引額 6,300,000 7,920,000

※４　販売用不動産への保有目的の変更

従来固定資産として保有しておりました賃貸用資産の一部について、保有目的を変更したことに伴い、第２四半

期会計期間において建物1,653,598千円、構築物243,967千円、工具器具・備品14,296千円、土地1,131,527千円、

合計3,043,390千円を販売用不動産に振替えております。

（四半期損益計算書関係）

当第３四半期累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

当社の売上高は、主たる事業である建築事業および土木事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四

半期会計期間に集中しているため、第１四半期会計期間から第３四半期会計期間における売上高に比べ、第４四

半期会計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動があります。
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間に

係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
当第３四半期累計期間

（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

減価償却費 299,429千円

（株主資本等関係）

当第３四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．配当金支払額

平成25年６月26日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。

・普通株式の配当に関する事項

（イ）配当金の総額　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　108,546千円

（ロ）１株当たり配当額　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　5.00円

（ハ）基準日　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　平成25年３月31日

（ニ）効力発生日　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　平成25年６月27日

（ホ）配当の原資　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　利益剰余金

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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（金融商品関係）

現金預金、受取手形、完成工事未収入金、支払手形、工事未払金、短期借入金が会社の事業の運営において

重要なものとなっており、かつ、前事業年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

前事業年度末（平成25年３月31日）

科目
貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1) 現金預金 5,802,805 5,802,805 －

(2) 受取手形 2,113,189 2,113,189 －

(3) 完成工事未収入金 18,010,861 18,010,861 －

(4) 支払手形 2,724,096 2,724,096 －

(5) 工事未払金 17,096,641 17,096,641 －

(6) 短期借入金 12,814,000 12,814,000 －

当第３四半期会計期間末（平成25年12月31日）

科目
四半期貸借対照表計上額

（千円）
時価（千円） 差額（千円）

(1) 現金預金 6,334,565 6,334,565 －

(2) 受取手形 558,551 558,551 －

(3) 完成工事未収入金 12,548,637 12,548,637 －

(4) 支払手形 2,073,437 2,073,437 －

(5) 工事未払金 13,765,381 13,765,381 －

(6) 短期借入金 11,039,000 11,039,000 －

（注）　現金預金、受取手形、完成工事未収入金、支払手形、工事未払金、短期借入金の時価の算定方法

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

（有価証券関係）

その他有価証券で時価のあるものが、会社の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前事業年度

の末日に比べて著しい変動が認められます。

前事業年度末（平成25年３月31日）

 取得原価（千円）
貸借対照表計上額

（千円）
差額（千円）

株式 2,575,979 3,164,690 588,711

合計 2,575,979 3,164,690 588,711

当第３四半期会計期間末（平成25年12月31日）

 取得原価（千円）
四半期貸借対照表計上額

（千円）
差額（千円）

株式 2,550,875 3,645,590 1,094,715

合計 2,550,875 3,645,590 1,094,715
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期累計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
調整額
（千円）

四半期損益
計算書計上
額（千円）

建築事業
（千円）

土木事業
（千円）

不動産事業
（千円）

計
（千円）

売上高       

外部顧客への売上高 24,462,271 11,616,110 1,059,491 37,137,873 － 37,137,873

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 24,462,271 11,616,110 1,059,491 37,137,873 － 37,137,873

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
△597,558 85,384 402,798 △109,375 － △109,375

（注）　セグメント利益又はセグメント損失（△）の合計額は、四半期損益計算書の営業損失（△）と一致しておりま

す。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第３四半期累計期間

（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額(△) △63銭

（算定上の基礎）  

四半期純損失金額（△） （千円） △13,573

普通株主に帰属しない金額 （千円） －

普通株式に係る四半期純損失金額（△） （千円） △13,573

普通株式の期中平均株式数 （株） 21,709,202

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月７日

大和小田急建設株式会社

取締役会　御中

爽監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 霧生　　卓　　印

 業務執行社員  公認会計士 小高　正裕　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大和小田急建設

株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第76期事業年度の第３四半期会計期間（平成25年10月１日から

平成25年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大和小田急建設株式会社の平成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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